
強風域の目安
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図1で東シナ海にみられる台風について述べた次の文章の空欄(①)～(⑦)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただし，
⑦は四捨五入により小数第1位までの数値で答えよ。

東シナ海には大型で強い台風があり，(北)へ進んでいる。この台風に伴う閉じた等圧線のうち気圧が最も高いのは
(1000)hPaの等圧線で，その等圧線から台風中心までの距離は西側より東側の方が(短)い。これは，台風域の等圧線の
間隔が台風中心の西側より東側で(狭)く，この台風の暴風域や強風域が台風中心の西側より東側で(広)いことに対応する。
この台風の中心付近の最大瞬間風速は(100)ノットで，最大風速(10分間平均風速の最大)の約(1.4)倍である。

＜ポイント＞
・中心までの「距離」 なので 「短い」、「⾧い」が答えになる。
・等圧線の「間隔」 なので 「狭い」、「広い」が答えになる。

・最大瞬間風速 ＝ GUST
・最大風速 ＝ MAX WINDS

・GUST/MAX WINDS = 100/70 = 1.43 ≒ 1.4



表1の空欄(①)～(⑩)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただし，③④⑥⑨は8方位，⑦⑧は4方位で答えよ。また，
☆については20字程度で述べよ。
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中心の南側から北東側
にかけて帯状に分布



500hPa 渦度極大値
初期時刻(9日9時) ２４時間後(10日9時) ４８時間後(11日9時)

500hPa 気温極大値
初期時刻(9日9時) ２４時間後(10日9時) ４８時間後(11日9時)

地上低気圧位置 南 南東

南西
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700hPa 湿数分布
初期時刻(9日9時) ２４時間後(10日9時) ４８時間後(11日9時)

3℃ 0℃
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南西

乾燥

湿潤



850hPa 循環中心、強風域、相当温位極大値
４８時間後(11日9時)

地上低気圧位置

循環中心

強風域
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＜ポイント＞
・各時間における地上低気圧の位置を正確に把握すること。
トレーシングペーパを有効に活用。

・地上低気圧位置に間違いがなければ、あとは見たままを
解答すればよい。

・特に４８時間後の図を多用する。

357K



初期時刻(9日9時) ２４時間後(10日9時) 図５(下)４８時間後(11日9時)

図６(下)500hPa ４８時間後

日本海北部の低気圧

消滅

133

41

寒冷低気圧

地上低気圧
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図８ 850hPa 24時間後(10日9時) 48時間後(11日9時)

図5(下)で日本海北部に予想されている低気圧について述べた次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な語句または数値
を答えよ。ただし，①②⑪は整数，⑥は3の倍数，④⑤⑧は8方位，⑫は16方位，⑨⑩は漢字で答えよ。

図5(下)で日本海北部に表現されている低気圧は，その24時間前の10日9時に前線上の北緯(41)°東経(133)°で発
生し，北東へ進むと予想されている。図6をみると，この低気圧は500hPa面で大陸にある(寒冷低気圧)の(南東)側の縁
辺を進むと予想されている。図8によると，この低気圧の発生時には850hPa面の循環中心が等相当温位線の密集帯上に
あるが，その24時間後には密集帯の(西)側に移り，そこに相当温位(336)Kの(暖気核)が形成されている。

循環中心



図７(下) 700hPa湿数 48時間後(11日9時) 850hPa相当温位・風 48時間後(11日9時)

その時刻には，図7(下)によれば700hPa面の湿潤域が低気圧中心の(東)側に離れ，低気圧の南西方向からくさび状にの
びる(乾燥)域の先端が低気圧中心に到達する予想になっている。これらの特徴は，図5(下)の時点で，日本海北部の低
気圧が(閉塞)し始めていることを示しており，850hPa面の前線は，北海道付近から北緯40°東経(138)°を経て，さらに
(南南西)へのびている。

地上低気圧

湿潤域

乾燥空気 前線
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＜ポイント＞
・発生低気圧の位置（北緯41°、東経133°）、前線の位置（北緯40°、東経138°）は、定規を使わなくても
この問題の場合はわかり易いので、即時に解答できるように練習が必要。

・ここでも地上低気圧の位置を正確にプロットすること。（トレペ必須）

・湿潤域が離れて、乾燥空気が中心付近まで侵入している状況は、「閉塞」と考えてよい。



1020
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日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑩)に入る適切な語句または数値を答えよ。なお，⑤⑥は十
種雲形で答え，⑦⑧⑩は下の枠内から適切な語句または数値を一つ選んで答えよ。

九州の西海上には，中心気圧が(1004)hPaの低気圧があって東へ10ノットで進んでいる。この低気圧に対して海上
(強風)警報が出され，東シナ海と黄海には海上(濃霧)警報が発表されている。一方，日本のはるか東海上には中心気圧
が(1020)hPaの高気圧があって東へ10ノットで進んでいる。鹿児島(鹿児島県)では下層に雲量8分の6の(積雲)が広がり，
中層は(高積雲)に覆われて全雲量が8で，現在天気は「(弱い)雨，前(1)時間内に止み間あり」となっている。気圧は3時
間で(2.3)hPa下がっている。前線の南側の暖域にあたる名瀬(鹿児島県)では(弱い)しゅう雨が観測されている。

＜ポイント＞

・等圧線の間隔は、4hPa。図には1012hPaの記載しかないので＋、ーを勘案して解答する。

・強度の階級は、 １段:弱い ２段:並の ３段:強い

1004
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日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑪)に入る適切な語句または数値を答えよ。なお，①②⑪は
それぞれ下の枠内から適切なものを一つ選んで答えよ。

東シナ海にある(大型)で(強い)台風第XX号は，(10)ノットの速さで北北西へ進んでいる。この台風に関しては，
(海上台風)警報が発表されており，中心付近の最大風速は(70)ノット，風速30ノット以上の半径は北側(375)海里，
南側(325)海里である。四国の南海上には，(海上強風)警報が出され，潮岬では風速(15)ノットの東北東の風を観測し
ている。九州南岸には(停滞)前線があって，鹿児島では前(1)時間内にしゅう雨を観測している。

＜ポイント＞
・記憶必須項目
台風の大きさ(強風域) 500Km~ 270NM~ 大型

800Km~ 432NM~ 超大型
台風の強さ(最大風速) 33m/s~ 64KT~ 強い

44m/s~ 85KT~ 非常に強い
54m/s~ 105KT~ 猛烈な

・現在天気の “]” は、前１時間。 気圧変化傾向は、３時間



図4に示す雲域A ～Eについて述べた次の文章の空欄(①)～(⑬)に入る適切な語句を答えよ。ただし，⑥は十種雲形，
⑦⑪は8方位で答えよ。

Aは低気圧の雲域である。中央に穴のような雲の少ない領域がみられ，赤外画像の輝度温度はその北側で(低)く南側で
(高)くなっている。このような特徴はこの低気圧が(閉塞)した構造を持っていることを示しており，雲の少ない領域は低気圧の
中心域に対応し，中心の北側で雲が厚く，南側は北側より雲頂高度が(低)い。Bは(寒冷前線)に対応する雲域である。
両画像とも白く輝き，可視画像は比較的滑らかなのに対し，赤外画像では輝度温度分布にムラがあることから，この雲域
は雲頂が圏界面に達する(積乱雲)で構成されていることがわかる。可視画像では，(南東)方向から射し込む太陽光が雲壁
に反射し，雲域の(南東)縁が特に白く輝いている。C，D，Eは(寒気)の吹き出しに伴う対流雲域である。C，D，Eともに
大陸の海岸線に近い洋上から生じており，(寒気)移流は(強)い。CとEは下層風に平行な(筋)状を呈しており，Eの領域
内にある隠岐の下層風は(西)風とみられる。DはCやEとは異なり，下層風にほぼ直角な方向に雲列が並んでいて，風向

輝度温度低い

寒冷前線

光

寒気

離岸距離が短い

筋方向

筋方向

筋方向

収束線
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内にある隠岐の下層風は(西)風とみられる。DはCやEとは異なり，下層風にほぼ直角な方向に雲列が並んでいて，風向
の(鉛直シアー)があることを示す。Dの南縁には両画像とも明白色の雲の連なりがみられ，この位置に(収束線)の存在が示
唆される。

＜ポイント＞
・低気圧中心の北側で輝度温度が低く（雲頂が高い）、反対側で高く（雲頂が低い）、非対称となっている時は、
中心付近に乾燥寒気が流入しており、低気圧は閉塞期であることを意味する。

・赤外画像で白く明るく、可視画像で凸凹している雲は積乱雲とみて間違いない。
・大陸からの寒気の吹き出しが強い時は、海岸に近いところから雲が生成される。（離岸距離が短い）
・「筋状」は定番の文言である。
・壱岐の風が西風であることは、可視画像からも想像できるが、地上天気図の松江の風向も参考になる。

・下層と中上層で風向が異なるため「鉛直シアー」の存在。
・DとEの境で、風が収束する。従ってそこに「収束線」ができる。



北海道西海上
帯状エコー

（すっつ）

反時計回り

西よりの風

北の風

気圧極小

気温上昇
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(1)と(3)で考察した帯状エコーは，26日15時以降，形状を変えながら東北地方の日本海側へ進んだ。その経過を図7，
図9，図11 および図12 に基づいて記述した次の文章の空欄(①)～(⑪)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただし，
③⑥⑨は16方位，⑧は8方位，⑩は整数で答えよ。

26日9時，北海道の西海上にあった東西走向の帯状エコーは，西端部の南下速度が東端部より(速)く，走向を徐々に
(反時計)回りに変えながら南下し，15時には北海道西部にさしかかって形がやや崩れた。この帯状エコーの北縁はシアーライ
ンに一致しており，北海道の日本海沿岸では，シアーラインの通過に伴って明瞭な風向変化が観測された。たとえば，寿都
では，15時20分まで西よりの風が吹いていたが，15時30分に風向が(北)に変わり，相前後して気圧が(極小)を示し，ま
た気温の急(上昇)が現れた。

＜ポイント＞
・ ～回り ときたら、 時計回り か 反時計回り。
明らかに、東端より西端のほうが移動が速いので反時計回りに回転している。

・題意で 「15時30分に」と指定されているので、そこの風向を読んで解答する。

・日本語的には、「極小」は「最低」でもよいと思うが、気圧変化のグラフを読み取る場合、数学的にグラフの極値（極小
値）なので「極小」の方がベターかもしれない。



４６－２－問３（５）2/2

渡島半島西岸の低気圧

南南東

南南西の風

北よりの風

4℃上昇

26日21時
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18時には，シアーライン上の渡島半島西岸に新たな低気圧が発生し，その後速度を増しながら(南南東)へ移動した。北海
道の西海上で帯状だったエコーの形は次第に変化し，21 時には(渦)状となって組織化し，新たに発生した低気圧の中心
の(南西)側でエコー強度が強まった。レーダーエコーとシアーラインとの対応関係も次第に変化した。青森県の日本海沿岸の
深浦では，シアーラインの通過に伴い，(南南西)の風が19時50分に北よりの風に変わって強まり，20時00分までの30分
間に気温が約(4)℃(上昇)した。また，19時40分に極小となった海面気圧はその前後10分より1.5hPa以上低く，シアー
ラインが非常に鋭い気圧の谷となっていたことがわかる。これらの実況経過を問2(3)④で考察した予想資料(図7(中))と比較
すると，気圧の谷の南下のタイミングは，予想より(遅)かった。

＜ポイント＞
・新たな低気圧の中心位置を把握し、移動方向が「南南東」であることを見極める。
・エコーの状態が「渦状」であることは把握が難しい。21時のエコーの形状をどう表現するか。台風におけるスパイラル
バンドのようにも見えることから渦状を連想するしかないようだ。

・気温変化は、題意により20時までの30分間となっているので、19:30～20:00の気温変化を見ること。
・図7(中)の時刻を確認すること。36時間後の予想図なので26日21時である。
・両者を比較すると図7(中)の予想図の気圧の谷の方が南下の度合いが大きい。従って図12の実況図の方が南下が
「遅い」となる。

渦状
強エコー

気圧の谷



地上 300hPa 850hPa

ゆっくり

閉塞前線
周囲より低温

70ノットの風

風の流れ

風の流れ

暗域
現在天気

気圧変化量
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日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑬)に入る適切な語句または数値を答えよ。なお，⑤および
⑩はそれぞれ下の枠内から適切なものを一つ選べ。
地上天気図によると，四国沖には低気圧があって東北東に(ゆっくり)進んでおり，中心から(閉塞)前線がのびている。
300hPa天気図によると，低気圧の中心付近の気温は周囲より(低)く，低気圧の南西側では最大(70)ノットの風が観測
されている。赤外画像によると，破線で囲んだ領域に，前述の風の流れにほぼ(直交する)走向を持つ帯状の雲が多数並ん
でいる。また，水蒸気画像によると，低気圧の中心の南から東側にかけて(暗域)が広がっており，対流圏上・中層の
(乾燥し)た空気の流入が示唆される。850hPa天気図によると，低気圧の東に位置する潮岬と南南西に位置する名瀬で，
いずれも(30)ノットの風が吹いており，両地点の気温差は(1.8)℃となっている。これらの地点の850hPaにおける温度移流
はいずれも(弱い)。地上の低気圧の東に位置する八丈島では，3時間前と比べ，気圧が(0.1)hPa(下降)している。また，
現在天気は(並の雨)である。

＜ポイント＞
・300hPaの強風軸に対して、水蒸気画像の暗域が対応する。
・赤外画像における筋状の雲は、対流雲の雲列でトランスバースラインと解釈できる。
・850hPaでは、風向が等温線に対してほぼ平行であることから温度移流は弱い。
・天気記号 １段:弱い ２段:並の ３段:強い

上記は正確には、「前１時間以内に止み間のない並の雨」である。
穴埋め問題でそこまで⾧い文の解答ということはないので「並の雨」でよい。

暗域
現在天気



日本付近の気象概況と総観場について述べた次の文章の空欄(①)～(⑪)に入る適切な整数値または語句を答えよ。

図1によると，四国沖に前線を伴った(1014)hPaの低気圧があり，東北東へ(25)ノットで進んでいる。この低気圧には
(海上暴風)警報が発表されており，中心の南西側700海里以内と(北東)側300海里以内では，今後(24)時間以内に
最大風速が(50)ノットに達する予想となっている。また，日本海には1016hPa の低気圧があって(東)へ10ノットで進んでい

地上温暖前線

等温線集中帯
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最大風速が(50)ノットに達する予想となっている。また，日本海には1016hPa の低気圧があって(東)へ10ノットで進んでい
る。西日本から東日本にかけて広く降水が観測されており，東京では前(1)時間内に止み間のない強度(並)の雪が観測さ
れている。図2(下)では前線の存在を示す等温線の(集中帯)が認められ，温暖前線は(3)℃の等温線に対応している。

＜ポイント＞
・ELSE WHERE は、反対側を答える。「南西」に700NMなので「北東」である。

・天気記号の「強度」は、１段:弱い ２段:並の ３段:強い

・等温線は３℃刻みなので温暖前線に対応するのは３℃の等温線。



3℃

6℃

285K

温暖前線転移層上面

寒冷前線転移層上面

逆転層
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前線は鉛直方向に厚みをもっており，転移層と呼ばれる。図9には，温暖前線の転移層の上下面と，寒冷前線の転移層
の下面が表示されている。未記入となっている寒冷前線の転移層の上面を決定する根拠を述べた次の文章の空欄(①)～
(⑥)に入る適切な数値または語句を答えよ。ただし，①②⑤はそれぞれ枠内から最も適切なものを一つ選び，④は3の
倍数とせよ。

この事例では，寒冷前線の転移層を示す気温の逆転層が明瞭にみられることから，逆転層の上端が寒冷前線の転移層の
上面に対応する。すなわち，3℃の等温線が示す逆転層の上端は(900)hPa付近，6℃の等温線が示す逆転層の上端は
(925)hPa付近であることから，寒冷前線の転移層の上面はこれらの高さでそれぞれの等温線と交差する。寒冷前線の転
移層の上面は等(温位)線にほぼ沿うという性質がある。3℃，6℃の等温線が示す逆転層の上端の(温位)はいずれも
(285)Kであるから，寒冷前線の転移層の上面は(285)Kの等(温位)線にほぼ沿って描かれる。この結果，寒冷前線の転
移層の上面は(950)hPa付近で温暖前線の転移層の上面と交わる。すなわち，この断面図では，寒冷前線の転移層
と温暖前線の転移層が(950)hPaより下層で接触している。この状態からみて，図5(中)の線分X-Y と交差する地上の前
線は(閉塞)前線である。

＜ポイント＞
・3℃、6℃の等温線の青線部分では上空にいくほど気温が高くなる ＝ 逆転層である。

・寒冷前線も温暖前線もその上面が通常のように地上まで達せず、950hPa付近で接触し、そのまま鉛
直に地上まで達している。つまり、低気圧発達時には通常離れている両前線が接触しているので閉塞
前線が生成されている事となる。
右図の地上天気図からも停滞前線と解析するのは無理がある。



雷電積雲

高積雲

弱いしゅう雨
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図1は26日9時の地上天気図である。これを用いて日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る
適切な語句または整数値を答えよ。なお，⑧⑨は十種雲形で答えよ。

九州の南岸には，中心気圧が1012hPaの(発達中)の低気圧があって(東)へ(20)ノットで進んでいる。この低気圧に対して
(海上暴風)警報が発表され，24時間以内に最大風速が(50)ノットに達すると予想されている。この低気圧の中心から西南
西および東に前線がのびており，東シナ海には(海上濃霧)警報が発表されている。一方，日本海には中心気圧1010hPa
の低気圧があって，(東)へ15ノットで進んでいる。名瀬では下層に(積雲)，中層に(高積雲)が広がり，現在天気は(弱い
しゅう雨)である。また観測時前(6)時間以内に(雷電)が観測されている。

＜ポイント＞
・１０種雲形での解答指定があるので注意。
・DEVELOPING LOW : 発達中

その他に ・ALMOST STNR : ほとんど停滞 (速度5ノット以下で進行方向が定まっていない)
・SLW : ゆっくり（速度5ノット以下で進行方向が定まっている）

・過去天気 この問題の場合は「雷電」だが、前何時間かはその天気図の時刻により３時間の場合と
６時間の場合がある。この天気図は９時JST(00UTC)なので前６時間となる。
00  06  12  18 UTC 発表の天気図では 前６時間
03  09  15  21 UTC 発表の天気図では 前３時間



1010hPa

1008hPa
12H

1008hPa
12H

996hPa
24H

992hPa
24H

972hPa
36H

北進
遅くなった
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二つの低気圧の動きと盛衰について述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句を答えよ。なお，③は16方位，
④は海域名で答えよ。

九州の南岸の低気圧および日本海の低気圧は，いずれも12時間後から24時間後にかけて中心の気圧が(急速)に(低下)
する。九州の南岸にあった低気圧は24時間後から36時間後にかけて(北)に進み，(千島近海)に達する。その移動の速さは
24時間後までと比較して(遅く)なっている。

＜ポイント＞
・気象用語では、「急速に」⇔「緩やかに」がよく使用される。
・気象現象が変化した場合は、「急激に」⇔「穏やかに」がマッチする。
・ここでは１２時間で気圧が低下しているので、「急速に低下」が解答として適切。

・海域名は、覚えるしかありません。
・この設問では、３６時間後に千島の南側なので「千島近海」が適切。
・更に北に進むと「オホーツク海南部」も選択肢になる。
・アジア・北西太平洋域の地名、海域名は気象庁の以下参照ください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/asia.html

1012hPa
12H
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図1～図3を用いて，低気圧の通過に伴い北海道で予想される現象について述べた次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適
切な数値または語句を答えよ。ただし，③は四捨五入により整数値で答えよ。

図3の降水量の予想から，北海道では，前(12)時間降水量が最大(31)mmと予想されている。雪水比を1.6 とすると，
降雪量が(50)cmとなることから(大雪)に警戒が必要であり，(1)で求めた地上気温(-0.2℃)からは(湿った雪(みぞれ))とな
るおそれがあるため，電線等への(着雪)にも注意が必要である。また，最大風速は(50)ノットが予想されていることから
(暴風)に警戒が必要であり，沿岸の海域では(波浪(高波))にも警戒が必要である。

＜ポイント＞
・図３から最大降水量は31mmが確認でき、注釈により前１２時間降水量であることがわかる。
・雪水比＝積雪(cm) / 降水量(mm) なので、 積雪(cm) ＝ 1.6 x 31 ＝ 49.6 ≒ 50cm

・みぞれは、上空1500mの気温が-6℃～-3℃の時に降る確率が高いとされます。地上気温にすると
0℃前後ほど。湿った雪は構造物に付着しやすい。

・最大風速は、２４時間予想図からは20~30ノットの矢羽しか確認できないが、図１のコメントにある
最大50ノット（今後２４時間）が有効になりこれが答えとなる。

・暴風に対する沿岸の警戒事項は、「高波」、「波浪」である。「高潮」も吹き寄せ効果があり暴風と無関係
とは言い難いが、ここでは前者の方が優先である。



図１ 図２ 図３

図４

北緯30°

帯状雲域

積乱雲

停滞前線
寒冷前線

低気圧中心

北東側

120ノット

140ノット

強風軸

寒冷渦

寒冷渦
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日本付近の気象概況と総観場について述べた次の文章の空欄(①)～(⑪)に入る適切な整数値または語句を答えよ。ただし，
①⑧は10の倍数，②は十種雲形，⑥は8方位，②③④⑤⑥⑨は漢字で答え，⑪は「高」または「低」のいずれかを答えよ。

図1では，中国大陸から日本の東海上にかけて，北緯(30)°線に沿ってのびる帯状の雲域がみられる。この雲域は前線に
対応しており，南西諸島付近には発達した(積乱雲)がみられる。図2においてこの前線は，東経140°より西側が(停滞)前
線，東側が(寒冷)前線として解析されている。前線近傍の海域には(海上濃霧)警報が発表されている。図1で北海道にか
かっている雲域は低気圧に伴うもので，主に低気圧中心の(北東)側に広がっている。図3によれば，この低気圧に関連する
300hPa面の強風軸が東経140°線と交差する地点の緯度は北緯(40)°であり，その地点の風速は(140)ノットに達してい
る。この低気圧は，アムール川下流にある寒冷渦の(南東)象限に存在している。図4(上)によれば，この寒冷渦は
500hPa面で(-40(–41))℃の寒気を伴っている。図3で寒冷渦の中心域が相対的に高温になっているのは，この付近の圏
界面の高度が300hPa面より(低)いことに対応している。

＜ポイント＞
・解答に指定があるので注意（青文字）
・300hPaの強風軸は、矢羽ではなく、等風速線（点線）で解析すること。（風速は大数字）
・図３で寒冷渦の中心が高温になっている事は、等温線（点線）で判断すること。（気温は小数字）
・中心に暖気が存在する場合、対流圏界面は垂れ下がっており、周囲より高度が低い。

積乱雲



11℃

4℃

気温の勾配が大きい
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10日18時の関東地方の風と気温について述べた次の文章の空欄(①)～(⑦)に入る適切な語句または整数値を答えよ。た
だし，①④は「高」または「低」のいずれか，⑥⑦は「南」または「北」のいずれかを答え，⑤は8方位で答えよ。

関東地方には南と東の海上から風が吹き込んでおり，気温は海岸より内陸のほうが(高)くなっている。海岸と内陸の気温差
をみると，神奈川県から千葉県にかけての海岸と内陸の気温差は約(4(3))℃であるのに対し，茨城県の海岸と内陸の気
温差は最大で約(11)℃に達しており，東の海上から吹き込む風がより(低)温である。南と東の海上から吹き込む風は千葉
県北部でシアーラインを形成している。このシアーラインの南側では南よりの風，北側では(北東)の風が卓越し，風速は(北)
側の方が大きい。また，シアーラインの(北)側で気温の勾配が大きくなっている。

＜ポイント＞
・気温差は、沿岸部の最低気温と内陸の最高気温を比較。
・太い黒線が、シアーライン（風の収束）



地上天気図 500hPa天気図 850hPa天気図

日本付近の気象概況と総観場について述べた次の文章の空欄(①)～(⑪)に入る適切な数値または語句を答えよ。ただし，
②⑩は16方位，⑦は8方位で答えよ。

地上天気図によると，関東の東の海上には中心気圧(1008)hPaの発達中の低気圧があり，(東)に20ノットで進んでいる。
この低気圧に対して(海上暴風)警報が発表されている。また，黄海から東シナ海および沖縄の南にかけて波線で囲まれた領
域に対して(海上強風)警報が発表されている。一方，小笠原諸島付近には(停滞)前線が東西にのびている。

500hPa天気図によると，朝鮮半島北部に低気圧があり，中心の高度は(5100)mである。この低気圧に対応する寒気の
中心は低気圧中心の(西)側にあり，その付近で最も低い観測値は(-45.3)℃である。

停滞前線

5160

5100

寒気の中心

等温線

４９回 実技１ 問１（１） １１点

20

中心は低気圧中心の(西)側にあり，その付近で最も低い観測値は(-45.3)℃である。

850hPa天気図によると，チェジュ島では(40)ノットの強い(北西)の風が(等温)線を横切って吹いていることから寒気移流が
強いことがわかる。

＜ポイント＞
・方位に関して指定（８方位、１６方位）があるので注意。

・500hPaの等高度線は60m刻み。
・寒気の中心は、「C」で示される。

・寒気移流は、等温線を横切って寒気側から風が吹いている。
・（ ）線 となっているので、「等温」が正解で、「等温線」と解答しないこと。



図1において，秋田と鹿児島で観測された要素の一部を記入した下表の空欄(①)～(⑦)に入る適切な語句または数値を
答えよ。十種雲形は，観測されたすべてを答えよ。

弱いしゅう雪 １

積乱雲

高積雲

層積雲
積雲
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＜ポイント＞
・基本的な天気図記号の読み取りであり、ここは落としたくないところ。

・ “[“  や “]”  は、１時間。 気圧変化は３時間。

・過去に出題のあった記号読み取りでの１０種雲形は、

積乱雲、積雲、層積雲、高積雲、巻雲

弱いしゅう雪 しゅう雨１

-2 4

高積雲、積乱雲 積雲、層積雲



図５下 図７下(850hPa気温・風、700hPa鉛直流)

図7(下)を用いて，図5(下)で日本海中部，および九州の日本海側から東シナ海側にかけて予想される降水の要因となっ

降水帯

風の収束と上昇流域

等温線が高温側から
低温側に凸になっている

寒気移流
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図7(下)を用いて，図5(下)で日本海中部，および九州の日本海側から東シナ海側にかけて予想される降水の要因となっ
ている気象状況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句を答えよ。

日本海中部をほぼ東西にのびる降水域は，主に850hPaで見られる(シアーライン（収束帯）)に対応しており，700hPa
では強い(上昇流)が予想されている。また，850hPaでは周囲と比較して相対的に気温が(高)くなっている。
一方，九州付近とその北から西にかけての海上での降水域は，下層の強い(寒気移流)に伴い，大陸からの乾燥した寒気
が暖かい海上を進むうちに熱と水蒸気の補給を受けて変質し，大気の成層が(不安定)化してもたらされている。

＜ポイント＞
・日本海上でよく発生する風の収束に伴う降水。
・収束によって上昇流がもたらされる。

・問題文で「大陸からの乾燥した寒気」とあるので寒気移流をイメージする。
実際に、等温線を横切って寒気側から強風が吹いている。

・乾燥寒気が、海上を吹走するうちに水蒸気の供給を受けて気団変質して下層が湿潤になる。
下層が湿潤な大気は対流不安定である。



図10は25日2時および3時の福岡県とその周辺の地上風と気温の実況図である。
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次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な数値または語句を答えよ。ただし，③は16方位で答えよ。

25日2時には，沿岸部で最大(8)m/sの北西から西北西にかけての季節風が観測されているが，内陸側では季節風とは
異なる風向分布となっている。内陸側の風速の最大は(5)m/sでその風向は(南)である。気温は内陸で低くなっており，2時
の気温の最低は(-6.4)℃である。内陸における気温と風の分布を見ると，5℃以下の低温域付近から風が吹き出している
ことがわかり，この付近に小規模な(高気圧)が形成されていると推定できる。

＜ポイント＞
・局地実況図では矢羽の単位がノットではない場合があるので注意。
・沿岸部の最大8m/sはすぐにわかるが、内陸の最大風速は、7m/sの か、5m/sの か迷う

ところである。
・しかし問題文から「内陸側では季節風と異なる風向成分」と言っているので を選択すべきである。

・沿岸部と内陸側で風向や風速が異なる場合、内陸側にメソ高気圧が形成されていることが多い。
関東地方の局地図を使った問題でもよく出題されている。

・問４(2)では、その高気圧が形成される理由を聞いており、模範解答は「内陸の気温の低下」となってい
る。気温が低下する事により冷気が滞留して重くなり気圧が上昇する。



400NM
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14日9時の日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な整数値または語句を答えよ。た
だし，②⑨は16方位，⑤は8方位，⑥は「内」または「外」のいずれか，⑪⑫は大気現象名を答えよ。なお，文章中の地
点X，Yの位置は図1に示している。

日本の南には，中心気圧が(985)hPaの台風があって，14ノットの速さで(西北西)へ進んでいる。中心付近の最大風速は
50ノットに達しており，今後24時間以内に(55)ノットに強まることが予想されている。この台風に伴う強風域は，北東側
(400)海里，(南西)側200海里の広がりをもち，小笠原諸島の父島は強風域(内)にある。
アムール川中流には中心気圧が(994)hPaの低気圧があって北東へ進んでおり，北海道付近には別の低気圧があって，
(15)ノットの速さで(東北東)へ進んでいる。日本海，オホーツク海および北海道の東海上から千島の東にかけての海域には，
海上(濃霧)警報が発表されている。中国大陸の地点Xでは(もや)，朝鮮半島付近の地点Yでは(霧雨)が観測されている。

＜ポイント＞
・方位などの指定があるので注意。
・強風範囲の ELSEWHERE は、単語としては「その他の場所」だが、天気図の場合は反対側を示す。

北東側400海里なので、「南西」となる。
・模範解答では「霧雨」となっているが、正確には「並の霧雨」である。



図1で日本の南海上にある台風に関する解析と予想について述べた，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または
語句を答えよ。ただし，①⑥は8方位，②は12の倍数，③⑨⑩は50の倍数，⑪⑫は16方位で答えよ。なお，次の文中
で，「初期時刻」は14日9時，「湿潤域」は湿数6℃以下の領域とする。

台風に伴う500hPa面の正渦度極大点は，初期時刻には地上の台風中心の(北西)側に約100km離れているが，12時
間後には両者の位置がほぼ一致し，48時間後でも両者の位置の差は小さい。12時間ごとの正渦度極大値は，(36)時間
後に最大になると予想されている。

初期時刻 １２時間後 ２４時間後

地上低気圧位置

４９回 実技２ 問２（４）1/5 ２点

25

３６時間後 ４８時間後

＜ポイント＞
・地上低気圧との位置関係は、初期時刻のみ見ればよい。トレペで正確にプロットすること。

100kmの値は、あまり気にしなくてよい。方向だけ見極めること。
・正渦度極大値は、268→246→361→461→311なので、３６時間後がmaxである。

地上低気圧位置



図1で日本の南海上にある台風に関する解析と予想について述べた，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または
語句を答えよ。ただし，①⑥は8方位，②は12の倍数，③⑨⑩は50の倍数，⑪⑫は16方位で答えよ。なお，次の文中
で，「初期時刻」は14日9時，「湿潤域」は湿数6℃以下の領域とする。

500hPa面の気温に着目すると，台風に伴う高温域の中心は，12時間後には地上の台風中心の東約(200)kmの位置
に予想され，その後台風中心との距離は縮小するものの，台風の進行方向の(後方)に位置する状態が48時間後まで持
続する。36時間後には0℃以上の領域が現れ，48時間後にかけて維持されると予想されている。

１２時間後 ２４時間後 ３６時間後 ４８時間後

地上低気圧位置

進行方向

４９回 実技２ 問２（４）2/5 ２点

26

＜ポイント＞
・地上低気圧との位置関係をトレペで正確にプロットすること。

１２時間後の距離は50刻みなので200km。
北緯20°～30°の図上の⾧さが1111ｋｍなので図上で地上台風位置と「W」の距離を測定して
比例で求めるしかない。

・位置関係の問は、「台風の進行方向の（ ）」となっているので日本語としては、「前方、後方、右側、
左側」が妥当であり、「東西南北」ではない。

・この問題の場合、地上台風中心との位置関係ではなく、台風の進行方向に対してどこに位置しているか
を答える。



図1で日本の南海上にある台風に関する解析と予想について述べた，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または
語句を答えよ。ただし，①⑥は8方位，②は12の倍数，③⑨⑩は50の倍数，⑪⑫は16方位で答えよ。なお，次の文中
で，「初期時刻」は14日9時，「湿潤域」は湿数6℃以下の領域とする。

台風に伴う700hPa面の湿潤域は，12時間後には地上の台風中心の北東側に偏心したほぼ円形の領域と，台風中心の
北側500kmから東側900kmにかけての(外側降雨帯)に対応する連なりが予想される。その後は台風中心の(北東)方向
へ大きく伸び出し，36時間後以降は北方の(前線)に伴う湿潤域とつながる一方，台風中心の南側の湿潤域は(縮小)する
ことが予想されている。

１２時間後 ２４時間後 ３６時間後 ４８時間後

湿数６℃以下の湿潤域

４９回 実技２ 問２（４）3/5 ４点

27

＜ポイント＞
・地上低気圧との位置関係をトレペで正確にプロットすること。
・通常の湿潤域は３℃以下だが、題意によりこの問題では６℃以下であることに注意。

・６℃の等値線により、湿潤域を青色で示した。

・１２時間後の湿潤域は、台風の北東側の円形領域と、外側降雨帯で構成される。外側降雨帯とは、ス
パイラルバンドの更に外側の、台風の中心から200～600km付近にある帯状の降雨帯でアウターバン
ドと呼ばれる。

・３６時間後には、北東方向へ大きく伸⾧し、北方の前線に伴う湿潤域と連なり、南側の湿潤域は、縮小
している。

地上低気圧位置 外側降雨帯



図1で日本の南海上にある台風に関する解析と予想について述べた，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または
語句を答えよ。ただし，①⑥は8方位，②は12の倍数，③⑨⑩は50の倍数，⑪⑫は16方位で答えよ。なお，次の文中
で，「初期時刻」は14日9時，「湿潤域」は湿数6℃以下の領域とする。

台風に伴う850hPa面の風は，初期時刻には地上の台風中心から(450)km程度離れた北東象限で最も強いとみられる。
この特徴は12時間後も続くが，その後は風速が極大となる位置が台風中心に近づく傾向が予想され，48時間後には地上
の台風中心の東(200)km付近の風速が最も強くなると予想されている。

強風域

４９回 実技２ 問２（４）4/5 ２点

28

＜ポイント＞
・初期時刻は、北東にある55ノットの矢羽
が最も強いのでその距離を測定する。

・４８時間後には95ノットの矢羽が東にあ
り、そことの距離を測定する。

・距離は50km刻みで答える。



図1で日本の南海上にある台風に関する解析と予想について述べた，次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または
語句を答えよ。ただし，①⑥は8方位，②は12の倍数，③⑨⑩は50の倍数，⑪⑫は16方位で答えよ。なお，次の文中
で，「初期時刻」は14日9時，「湿潤域」は湿数6℃以下の領域とする。

台風に伴う1000hPaの地上等圧線に着目すると，24時間後まで台風はほぼ円形だが，48時間後には(北北東)～
(南南西)の方向に⾧軸をもつ楕円形状になると予想されている。

４９回 実技２ 問２（４）5/5 ２点

29

＜ポイント＞

・４８時間後の地上天気図のみ確認すればよい。


